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令和４年１１月１６日 

 

都道府県協会 御中 

 

（一社）全国ＬＰガス協会 

 

 

「高圧ガス丙種化学責任者試験問題と解説」[２０２２年度版]の 

記載の誤りについて（お詫び） 

 

 

標記問題集において、別紙のとおりに記載の誤りがありました。深くお詫び申

し上げます。 

 

本問題集を１１月１４日までにご購入いただきました協会に対しましては、

別紙「正誤」の印刷ができあがり次第（１１月１７日～１８日発送予定）、送付

させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

また、別紙「正誤」の印刷ができあがる前に本問題集を販売される場合は、誠

に恐縮ではありますが、貴協会において別紙をコピーの上、問題集に添付くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 

 

以 上 

発信手段：メール 

保安・業務グループ：橋本、北邨、野本 

 



「高圧ガス丙種化学責任者試験問題と解説」［２０２２年度版］の正誤について 
 
下記の下線部分が正誤となりますのでよろしくお願いいたします。 
 

記 
 
【正誤】 

○８７頁 問５ 解説 

※下線の箇所を削除してください。 

以 上 

【正】 

 解説 

状態方程式 ㎴＝nRT から求める。 
p：絶対圧力〔Pa〕→ 求める圧力 

            V：体積〔m3〕→ 470 m3 
n：物質量〔mol〕    n＝m/M(m：質量，M：モル質量) 
R：気体定数  8.31 J/(mol・K) （Pa・m3＝N/m2・m3＝N・m＝J） 

            T：熱力学温度(℃＋273)〔K〕 
 

体積 470 m3，温度 27 ℃，プロパンの分子量 44 より， 
㎴＝nRT  の式を変形すると, 
p＝nRT/V  n＝m/M  より 
p＝m/M×RT/V 
＝(5000000 g÷44 g/mol)×8.31 J/(mol・K)×(27＋273)K÷470 m3 
＝602756 Pa (絶対圧力)→ およそ 0.6028 MPa (絶対圧力)  

よって，0.6028－0.1013≒0.5 MPa (ゲージ圧力)  
 

【誤】 

 解説 

状態方程式 ㎴＝nRT から求める。 
p：絶対圧力〔Pa〕→ 求める圧力 

            V：体積〔m3〕→ 470 m3 
n：物質量〔mol〕    n＝m/M(m：質量，M：モル質量) 
R：気体定数  8.31 J/(mol・K) （Pa・m3＝N/m2・m3＝N・m＝J） 

            T：熱力学温度(℃＋273)〔K〕 
 

体積 470 m3，温度 27 ℃，プロパンの分子量 44 より， 
この状態での窒素の充塡量は 

㎴＝nRT  の式を変形すると, 
p＝nRT/V  n＝m/M  より 
p＝m/M×RT/V 
＝(5000000 g÷44 g/mol)×8.31 J/(mol・K)×(27＋273)K÷470 m3 
＝602756 Pa (絶対圧力)→ およそ 0.6028 MPa (絶対圧力)  

よって，0.6028－0.1013≒0.5 MPa (ゲージ圧力)  
 

別 紙 


